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NT（準絶滅危惧）
カテゴリー判定基準：a), b)トゲウオ目　トゲウオ科

トミヨ属汽水型
Pungitius sp. 3 

旧レッドリストカテゴリー
1991 1999 2007

─ ─ NT

　本種は日本では北海道東部の河川の汽水域に分布が限られる。本種の生息場所である河川の改修や湿地開発にとも
なって、河川の河口から下流域に広がるエスチュアリーの減少が進行している（13、15-1）。また、河川開発によって、
河口域から下流域にかけての水質環境が悪化し、個体群サイズの減少が進行している（31）。また、トミヨ属淡水型と
の同所的生息地では、低い割合ではあるが交雑が生じている（57-2）。
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カテゴリー判定基準：b)ダツ目　サヨリ科

コモチサヨリ
Zenarchopterus dunckeri  Mohr, 1926

旧レッドリストカテゴリー
1991 1999 2007
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　背鰭は10〜12軟条、臀鰭は10〜13軟条、胸鰭は10軟条、背鰭前方鱗数は27〜30枚。鼻孔に肉質の長い突起がある。
尾鰭後縁は截形もしくはわずかに円い。オスは背鰭の第4・第5鰭条のいずれかまたは両方が伸長する。また、臀鰭の
第6鰭条が肥厚・伸長する。体長13cmに達する。尾鰭後縁の形状（他種では湾入もしくは截形）により、日本産の他の
サヨリ科魚類からの識別は容易。八重山諸島と宮古諸島に分布する。国外では東部インド洋から西部太平洋の熱帯域
にかけて知られる。表層や中層を群れで遊泳し、プランクトン動物や水面の昆虫などを食べる。胎生で、稚魚は夏か
ら秋にかけて現れる。河川汽水域で一生を過ごす純汽水魚。生息地では、河口付近における橋の付け替え（24）、道路
工事（24）、土地造成（23）による土砂の流出、リゾート開発（23）に起因する生活排水による水質汚濁（31）や底質
のヘドロ化（31）が進行している。直接的な保全策はまったく取られていない。
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